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（
長
友
）
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

生
活
の
現
場
を
豊
か
に
す
る･･･

先
ず
は
「
国
民
の
負
担
を
減
ら
す
」

こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率
の

廃
止
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

高
校
の
無
償
化
、
防
衛
増
税
の
中

止
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、「
国
民
の
収
入
を
増

や
す
」
こ
と
と
し
て
、
中
小
企
業

の
社
会
保
険
料
負
担
軽
減
、
社
会

保
険
料
の
負
担
が
生
じ
る
「
年
収

１
３
０
万
円
の
が
け
」
の
見
直
し

（
就
労
促
進
支
援
給
付
）、
介
護
・

障
害
福
祉
従
事
者
・
保
育
士
の
処

遇
改
善
、
高
額
医
療
費
の
自
己
負

担
上
限
引
き
上
げ
の
凍
結
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
物
価
高
手

当
と
し
て
中
低
所
得
層
へ
の
所
得

再
分
配
や
賃
上
げ
の
た
め
の
税
制

も
求
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
党
内
に
「
食
料
品
の
消

費
税
ゼ
ロ
％
を
実
現
す
る
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
（
ウ
ラ
面
に
諸
外
国
の
一
覧
掲
載
）。

物
価
高
騰
が
続
く
当
分
の
間
、
消
費
税
を
見
直
し
、
少

な
く
と
も
食
料
品
は
０
％
に
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的

な
施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
制
度
設

計
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
は
当
然
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
が･･･

（
長
友
）
先
に
述
べ
た
増
収
分
と
合
わ
せ
て
、
国
民
生

活
の
た
め
に
は
当
面
の
間
「
国
債
」
で
賄
う
こ
と
も
可

能
と
考
え
ま
す
が
、
先
ず
は
歳
出
の
見
直
し
か
ら
で
す
。

私
も
党
内
に
設
置
さ
れ
た
「
本
気
の
歳
出
改
革
」
を
目

指
し
た
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
み
す
ぎ
た
基
金
の
国
庫
返
納
、
一
般
予
備
費
か
ら

物
価
高
対
策
へ
の
充
当
、
日
銀
保
有
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
分
配
金

の
活
用
な
ど
で
９
兆
円
が
見
込
め
る
と
試
算
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、ひ
も
つ
き
補
助
金
、天
下
り
、特
別
会
計
、

大
企
業
優
遇
税
制
の
見
直
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
で
十
分
対
応
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
具

体
的
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問
や
予
算
委
員
会
の
議
論
を
受
け
て
の

感
想
は
。

（
長
友
よ
し
ひ
ろ
）
国
際
情
勢
の
課
題
も
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
先
ず
は
国
民
生
活
の
苦
し
い
現
状
を
打
開
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
石
破
総
理
は
残
念

な
が
ら
「
国
民
の
負
担
を
減
ら
す
」
こ
と
に
対
し
て
消

極
的
ど
こ
ろ
か
こ
れ
ま
で
の
政
権
と
同
様
に
更
に
「
国

民
の
負
担
を
増
や
す
」
舵
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
あ
き

ら
か
に
「
や
る
べ
き
こ
と
が
逆
行
」
し
て
い
ま
す
。

国
民
生
活
が
苦
し
い･･･

と
は
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

（
長
友
）
昨
年
の
働
く
方
一
人
当
た
り
の
給
与
総
額
は

約
30
年
ぶ
り
に
高
い
伸
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

上
の
物
価
高
に
は
追
い
付
け
ず
、
実
質
賃
金
は
３
年
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。
つ
ま
り
、
家
計
か
ら
「
ゆ
と

り
や
自
由
に
使
え
る
お
金
が
減
り
続
け
て
い
る
」
の
で

す
。
そ
の
苦
し
い
影
響
は
エ
ン
ゲ
ル
係
数
（
消
費
支
出

に
占
め
る
食
料
費
の
割
合
。
家
計
の
消
費
支
出
に
占
め

る
割
合
が
高
い
ほ
ど
生
活
水
準
は
低
い
）
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。
係
数
は
年
々
上
が
り
（
増
え
）
続
け
て
30
％

に
迫
り
、
43
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
す
。Ｇ
７
（
先
進
７

か
国
）
で
は
断
ト
ツ
で
高
い
、
つ
ま
り
最
も
（
国
民
生

活
は
）
貧
困
化
し
て
い
る
国
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
税
収
は
増
え
て
い
る
？

（
長
友
）
そ
う
で
す
。
２
０
２
５
年
度
予
算
案
の
税
収

は
78
兆
４
４
０
０
億
円
と
見
積
も
り
、

６
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
当
初
予
算
か
ら
８
兆
８

３
０
０
億
円
も
増
え
て
い
ま
す
。
実
に

消
費
税
４
％
分
に
も
な
り
ま
す
。
内
訳

は
、
所
得
税
15
・
８
％
、
法
人
税
6.6
％
、

消
費
税
2.3
％
の
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
国
の
収
入
は
増
え
て
い
る
け

れ
ど
も
家
計
へ
の
恩
恵
（
豊
か
さ
）
は

実
感
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
定
額
減
税
が
あ
り
ま
し
た
。

（
長
友
）
定
額
減
税
の
や
り
方
や
効
果

に
つ
い
て
は
問
題
点
も
多
く
賛
否
が
あ

り
ま
す
が
、
一
定
の
恩
恵
が
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
で
す
が
、
政
府
は
今

後
の
実
施
を
見
送
る
方
針
で
す
。
１
年

限
り
で
元
に
戻
る
な
ら
ば
今
年
は
事
実

上
の
増
税
と
同
じ
で
す
。
効
果
が
限
定

的
な
の
は
当
た
り
前
で
す
。
恒
久
的
、

少
な
く
と
も
実
質
賃
金
が
他
の
先
進
国

並
み
に
増
え
る
ま
で
の
間
の
対
策
が
必

要
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
に
還
元
（
対
策
）
を
し
な
い

の
で
す
か
？

（
長
友
）
予
算
委
員
会
に
出
席
し
て
間

近
で
議
論
を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
石

破
総
理
は
「
国
民
の
皆
様
に
還
元
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
「
法

人
税
収
は
企
業
の
業
績
が
絶
好
調
な
の

で
、
伸
び
る
。
じ
ゃ
あ
、
所
得
税
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
高
額
所
得
者
の
方
の

所
得
税
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
税

金
を
納
め
ら
れ
な
い
方
も
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
。」「
国
民
の
み
な
さ
ま
方
に
お

返
し
す
る
よ
う
な
財
政
状
況
か
と
言
え

ば
、
全
然
そ
う
で
は
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
全
く
還
元
を
考
え
て

い
な
い
と
述
べ
た
の
で
す
。「
税
金
を

納
め
ら
れ
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
る
」

こ
と
が
苦
し
い
国
民
生
活
を
表
し
て
い

る
の
に･･･

正
に
強
者
の
た
め
の
政
治

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
ま

す
か
。

現在、通常国会（常会）で来年度予算案に
ついて議論が行われています。昨秋、衆議
院議員となりました長友よしひろ氏に国政
の状況と取り組みについて聞きました。

〈衆議院予算委員会〉

今の政治では日本がダメになる
だから、具体的な提案を持って

国民生活が疲弊しています。
恩恵のある分配政策が必要です。

物価高…増税…

2025.2.10

衆議院議員
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郵 便 は が き
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お 名 前

ご 住 所

電話番号

相模原市緑区橋本3-17-5
わかばビル603号

長友よしひろ事務所行

現状の政治に対するご意見を教えて下さい。

※無記名でも構いません

立憲民主党［衆議院］
神奈川県第14区総支部

昭和45年（1970年）12月相模原市緑区橋本で生まれ大沢で育つ。
橋本幼稚園・大沢幼稚園→相模原市立大沢小→市立大沢中→神奈川県立弥栄西高→法政大学卒。
大学入学と同時に衆議院議員（当時）藤井裕久先生事務所入所。以後、約9年間の秘書時代を
通し現場の政治を学ぶ。
公設秘書を最後に退職し、平成11年28歳で相模原市議会議員に当選。
2期務めた後、神奈川県議会議員4期。
令和3年の衆議院選にて11万6273票いただくも落選。区割変更後の
令和6年10月、7万4238票を賜わり衆議院議員当選。

神奈川14区（相模原市中央区、
緑区、愛川町、清川村）から
国政改革に向けて活動中！

長友よしひろプロフィール

　昨年12月の臨時国会の衆議院国土交通員会で国会での初
質問を行いました。
　具体的には･･･石破総理が掲げる「地方創生2.0」に関し
て「東京圏一極集中の是正」に向けた「基盤となるインフラ
整備」の必要性を取り上げました。基盤の最重要の一つであ
る「移動のコスト（時間、費用）を下げる」ための道路網や
鉄道網の整備促進は不可欠であります。勿論、選挙区である
相模原市、愛川町、清川村も同様です。
　同時に、神奈川県議会議員時代より取り組んできた「リニ
ア中央新幹線の相模原市緑区津久井地域鳥屋に設置される関
東車両基地への回送線旅客化」に向けた地元要望を政府に伝
えました。宮ケ瀬湖との連動による集客やその経済的効果の
視点、交通不便地域解消などの視点からも有用性、必要性が
極めて高いことを述べ、実現を求めて共有を図りました。
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選挙後も今までと同様に
街頭演説のオトコです。

師である藤井裕久先生の墓前に
当選の報告を

本村賢太郎相模原市長と共に。

食料品をゼロ税率又は非課税としている諸外国一覧

85

令和7年（2025年）2月10日

所属している委員会の１つに議院運営委員会（通称：議運）
があります。議長の諮問機関として、国会全体の運営に重要
な役割を果たしている枢要な委員会と言われています。
議運は国会見学用のパンフレットに写真が掲載されます。た
またま一番手前に座っているので、目立ってしまいました…。
国会見学をされた時は確認して
みて下さい。

野田代表は
長友よしひろの応援に

何度も14区に来ています。

長友よしひろLINE公式アカウント。
是非ご登録をお願いします。

今の政治では
日本が
ダメになる!!ダメになる!!
だから、具体的な提案を持ってだから、具体的な提案を持って

74,238票
の重みを忘れることなく、
日本の未来のため、地域の
ために全力で働きます！

春の集い＆活動報告会
平素より大変お世話になります。
この度、皆様への日頃の感謝と国政における活動報告を兼
ねました「春の集い」を開催いたします。お忙しい折とは
存じますが、お誘い合わせの上、是非ご参加下さいますよ
うご案内申し上げます。　　　　　　　　　＜立食パーティ形式＞

会費：2,500円
（参加・飲食の実費として）

相模原市中央区富士見6－6－23
　　　　 TEL 042-753-3333

開 場 /  午後6時３0分
開 始 /  午後7時より

けやき会館5階　
 「大樹の間」にて

会費：2,500円
（参加・飲食の実費として）

　　  相模原市緑区久保沢2－26－2
　　　　 TEL 042－783－5295

令和7年4月19日（土）令和7年3月14日（金）
開 場 /  午後1時
開 始 /  午後1時３0分より

もみじホール城山
「多目的ホール」にて

会費は当日会場でいただきますが、前売り入場券も販売しています。

相模原地域会場 津久井地域会場


